
２０１８年（平成３０年）８月２０日 月曜日第３３１２号 ４

　 法話　催し

　●本山
【常例布教】▽９月１日～４
日＝「仏願の生起本末を聞く」
松田暁氏（大分）▽４日～７
日＝「浄土を目指して娑婆を
生きる」小野隆志氏（山陰）
▽７日～１０日＝「お慈悲のす
がた」木賣慈教氏（長野）晨
朝後＝御影堂、２時、７時
＝総会所（聞法会館）※８日
の晨朝後は休座
【日曜講演】▽９月９日＝「京
都国際映画祭の歩き方―２０１８
の見どころ、ぜんぶ教えます
！！」きょうのよしもと代表取
締役・木村深雪氏１０時３０分
＝総会所
【法義示談】▽９月３日＝勧学
・内藤知康氏３時＝総会所
【真宗教会例会】▽９月７日
＝行信教校講師・高田慈昭氏
１０時＝総会所
（問本願寺参拝教化部☎０７５―
３７１―５１８１）
　●築地本願寺
【常例布教】▽８月３１日～９
月２日＝伊井智雄氏（和歌山）
▽７日～９日＝北村信也氏
（東京）７時＝本堂、１０
時３０分、１時＝聞法ホール
【夜の法座】▽８月３１日＝伊
井智雄氏▽９月７日＝北村信
也氏７時＝多目的ルーム
（東京都中央区築地３―１５―１☎

０３―３５４１―１１３１）
　●札幌別院
【常例布教】▽９月１日～５
日＝藤清道氏（鹿児島）１
時３０分（札幌市中央区北３条
西１９―２―１☎０１１―６１１―９３２２）
　●小樽別院
【常例布教】▽９月７日～１１
日＝藤清道氏（鹿児島）２
時（北海道小樽市若松１―４―１７
☎０１３４―２２―０７４４）
　●仙台別院
【常例法座】▽９月１０日＝四
下順文氏（富山）１時（仙
台市青葉区支倉町１―２７☎０２２―
２２２―８５６７）
　●富山別院
【常例布教】▽９月５日～９
日＝本多昌道氏（滋賀）７
時、１０時、１時３０分※５日
は午後から（富山市総曲輪２―
７―１２☎０７６―４２１―６６７２）
　●福井別院
【常例布教】▽９月２、３日
１０時＝髙屋顕裕氏（福井）▽
４日～６日１時＝髙木格英
氏（東海）（福井市松本４―９―２１
☎０７７６―２３―２５０７）
　●名古屋別院
【常例布教】▽９月４日～６
日＝袋田晃氏（福井）１０時、
１時（名古屋市中区門前町
１―２３☎０５２―３２１―００２８）
　●長浜別院
【常例布教】▽９月５日＝藤
浪正明氏（滋賀）１０時、
１時３０分（滋賀県長浜市南呉
服町１３―３１☎０７４９―６２―４５５５）
　●奈良教堂

【聞法の集い】▽９月５日＝
「大悲のおやさま」小林明氏
（奈良）０時３０分（奈良市七
条１―１１―４☎０７４２―４４―５８７８）
　●津村別院
【朝の仏教講座】▽９月１日
＝「三つの心」相愛大教授・
釈徹宗氏７時
【土曜講座】▽９月１日＝「照
らされて歩む」松永徳成氏（大
阪）▽８日＝「両足尊（自分
の両足で立つ）」佐々木義信
氏（大阪）１時３０分
【日曜講演】▽９月２日＝「大
悲の親さま」桒原光順氏（大
阪）▽９日＝「たよりになる
もの」義本弘導氏（大阪）
１０時３０分
【北御堂相愛コンサート】▽
８月２３日＝電子オルガン：ピ
アノ・相愛大学創作演奏専攻
生０時２５分
（大阪市中央区本町４―１―３☎０６
―６２６１―６７９６）
　●尾崎別院
【常例法座】▽９月１日＝山
上正尊氏（大阪）１時３０分
（大阪府阪南市尾崎町２―８―１９
☎０７２―４７２―４１２８）
　●神戸別院
【第１土曜仏教講座】▽９月
１日＝椎名やよひ氏（兵庫）
１時３０分
【仏婦定例法座】▽９月７日
＝近藤龍樹氏（兵庫）１時
３０分
（神戸市中央区下山手通８―１―１
☎０７８―３４１―５９４９）
　●塩屋別院高松会館

【常例法座】▽９月１０日＝「ご
本願の教えに学ぶ」遠山信敬
氏（福井）１０時、１時（高
松市東田町６―１問塩屋別院☎０
８７７―２２―３０１６）
　●塩屋別院道後会館
【布教団愛媛県支部布教大会】
▽９月１、２日１時（松山
市道後緑台９―４３問塩屋別院
☎０８７７―２２―３０１６）
　●山口別院
【常例法座】▽９月５日＝名
護谷正見氏（山口）１時３０
分（山口市小郡花園町３―７☎０
８３―９７３―４１１１）
　●別府別院
【常例法要】▽９月５、６日
＝髙田聡信氏（熊本）１時
３０分（大分県別府市北浜３―６―
３６☎０９７７―２２―０１４６）
　●佐賀教堂
【常例布教】▽９月６日＝多
門龍法氏（佐賀）１時３０分
（佐賀市城内１―２―２☎０９５２―２３
―７０１７）
　●熊本別院
【定例法座】▽９月６日＝亀
原渉海氏（熊本）１時３０分
（熊本市中央区坪井２―３―３２☎
０９６―３４３―８２８３）
　●人吉別院
【永代経法要】▽９月１日＝
同別院職員１時３０分（熊本
県人吉市七日町２５☎０９６６―２２―
３３１６）
　●鹿児島別院
【常例布教】▽９月１日～８
日＝黒屋善文氏（鹿児島）
６時３０分（鹿児島市東千石町

２１―３８☎０９９―２２２―００５１）
　●真宗学寮
【広済会法座】▽９月１日～
３日＝「佛さまの願いを聞く」
同学寮講師・東元晃慈氏９
時、１時３０分※１日は午後
から（広島市西区南観音２―８―
１５問事務局の西向寺☎０８２―２４
７―１２５３）
　●相愛大学
【市民仏教講座】▽９月１日
＝「覚如上人・存覚上人と本
願寺」同大客員教授・直林不
退氏１時３０分（大阪市住之
江区南港中４―４―１☎０６―６６１２―５
９３２）
　●東京ビハーラ
【がん患者・家族語らいの会】
▽９月８日＝「終末期医療に
おける僧侶の役割」僧侶・中
原登世子氏１時３０分（東京
・築地本願寺、問同会☎０３―５
５６５―３４１８）
　●光明寺仏教講座
【本願寺の成り立ち】▽９月
１日＝「大谷廟堂の創建と真
影の安置」本願寺史料研究所
研究員・岡村喜史氏３時（東
京都港区虎ノ門３―２５―１・光明
寺☎０３―３４３１―５９８５）
　●専精会東京支部
【聖典勉強会】▽９月４日＝
「恵信尼文書」行信教校講師
・天岸淨圓氏２時、受講料
一般３０００円（東京・築地本願
寺問慈恩寺☎０４５―９３４―８６４８）
　●三浦教行信証研鑽会
▽９月６日＝「六要鈔を通し
て」輔教・阿部信幾氏７時、

会費３０００円（神奈川県横須賀
市大津町４―２０―１０・信誠寺☎０
４６―８３４―０９６４）
　●禅照寺日曜講演
▽９月２日＝「称名報恩」若
林浄正氏（富山）９時（富
山県射水市浄土寺１４２☎０７６６―
５６―２７８１）
　●浄照寺仏教講演会
▽９月９日＝本願寺史料研究
所研究員・岡村喜史氏１時
（奈良県田原本町茶町５８４☎０
７４４―３２―２４７７）
　●芦屋仏教会館
▽９月２日＝行信教校講師・
寺川幽芳氏▽９日＝聖徳宗総
本山法隆寺管長・大野玄妙氏
１０時（兵庫県芦屋市前田町
１―５☎０７９７―２２―１５６２）
　●神戸護法会
▽９月２日＝「蓮如上人御一
代記聞書」信行寺住職・米田
睦雄氏２時（神戸市須磨区
戎町１―２―３・信行寺☎０７８―７３２
―５２０９）
　●城乾ブッダ・ダルマサロ
ン
▽９月７日＝加藤順教氏（大
阪）１時、参加費２００円（兵
庫県姫路市南八代町１３―８・黒
田三芳氏宅問黒田美和子氏☎
０９０―６３２４―２３９７）
　●山口論題研修会
▽９月１０日＝「行一念義」輔
教・岡村謙英氏６時、参加
費３０００円、別途資料代※註釈
版聖典七祖篇持参（山口市小
郡花園町３―７・山口別院問事
務局の石山泰人氏☎０８２０―２３―

６３２５）　
　●声明学習会（兼山口中仏
東部学習会）
【中仏通信の声明を学ぶ】▽
９月３日＝「正信偈・和讃、
頌讃、先請伽陀、葬場勤行＜
添引和讃＞、初夜礼讃偈等」
誓光寺住職・村上智仁氏１
時、参加費２０００円（山口県柳
井市柳井３０６１―１・誓光寺問
世話人の小山幸子氏☎０８２０―２
８―００７４）
　●真宗青年会連盟
【「正信偈」を読む】▽９月
５日＝行信教校講師・天岸淨
圓氏６時３０分、会費５００円
（大阪・津村別院２階総会所
問行信教校☎０７２－６９４―８０４８）
　●仏教漢詩の会「震法雷」
▽９月３日１時３０分（奈良
市小川町２０－２・淨教寺瑞翔庵
問同事務局・亘良樹氏☎０９０－
３０３５－６４９９）

　■８月２５日、龍谷大学瀬田
学舎で第２６回夕照コンサート
　龍谷大学瀬田学舎ＳＥＴＡ
ＤＯＭＥ（大津市瀬田大江町
横谷１－５）で８月２５日午後３
時から７時３０分まで、第２６回
夕照コンサートが開かれる。
　同大学吹奏楽部や体育局バ
トン・チアＳＰＩＲＩＴＳを
はじめ、近隣の小中学校や滋
賀県内の高校の吹奏楽部など
１５団体が演奏を披露する。ま
た、模擬店も多数出店する。
　ＪＲ瀬田駅から同学舎まで
の無料シャトルバスを運行

（午前１０時から午後８時）。
小雨決行。参加無料。申し込
み不要。問同大学学生部☎０７
７（５４３）７７３８。
　■８月２６日、兵庫県芦屋市
・芦屋仏教会館で聞法大会
　全国布教同志会兵庫支部は
８月２６日午前９時３０分から、
第２回芦屋仏教会館聞法大会
を同会館（兵庫県芦屋市前田
町１－５）で開く。講題・講師
は次の通り。
　▽「居場所が与えられると
いうこと」尺一順大氏（兵庫）
▽「願いの中で生かされて」
肥田真琴氏（和歌山）▽「浄
土真宗のご利益」四夷法顕氏
（兵庫）▽「お念仏の道」飯
島憲彬氏（京都）▽「仏語を
聴く」片岡雅子氏（四州）。
　問同会事務所☎０９０（４３０２）
７２２９。
　■９月４、５日、ビハーラ
福岡が宿泊カウンセリング研
修
　ビハーラ福岡は９月４、５
日、宿泊カウンセリング研修
を休暇村志賀島（福岡市東区
大字勝馬１８０３－１）で開く。九
州情報大学副学長・林幹男氏
が「ハラスメントについて」
と題し講演する。
　参加費１万７０００円（２日間
研修のみの参加＝５０００円、１
日のみの参加＝３０００円も可）。
申し込み締め切りは８月２ ４
日。詳細はビハーラ福岡事務
局の入江楽氏☎０９０（５９３２）６４
２７。

－「だいじょうぶ、そのままいいよ」－
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催
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催
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こ
こ
数
年
、
子
ど
も
た
ち
に
こ

ん
な
質
問
を
さ
れ
ま
す
。

　
「
大
き
い
声
出
し
て
い
い
の
？
」

　
「
水
を
か
け
て
も
い
い
の
？
」

　

静
か
に
し
な
さ
い
、
と
今
日
ば

か
り
は
言
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
、
準
備
万
端
の
水
着
姿
で
所
せ

ま
し
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
回

る
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
、
境
内

に
満
ち
あ
ふ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
終
盤
に
は
大
人
気
の
ス

イ
カ
割
り
。
こ
の
時
も
ま
た
大
歓

声
が
響
き
ま
す
。

　

ス
イ
カ
割
り
を
す
る
子
は
、
本

堂
正
面
の
山
門
か
ら
本
堂
へ
向
か

っ
て
、
ま
っ
す
ぐ
の
参
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を
目
か

く
し
を
し
て
進
み
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す
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。
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前
、
前
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前
…
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こ
え
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の
ま
ま
一
歩
一
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き
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す
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ス
イ
カ
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の
距
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く
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と
、
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り

い
っ
そ
う
大
き
く
な
り
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す
。

　
「
右
、
右
！
」

　
「
も
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と
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「
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う
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な
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め
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聞
こ
え
る
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体
を
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か
せ

ば
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。
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の
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イ
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割
り
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す
る
本
人
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の
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示
を
出
し
て
い
る
子
が
い
る

か
ら
で
す
。

　

大
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頑
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て
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ん

だ
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の
の
、
あ
ま
り
の
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援
の
多

さ
に
何
が
正
し
い
の
か
わ
か
ら

ず
、
立
ち
つ
く
し
て
し
ま
う
子
が

い
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
時
、
こ
の
子
は
今
、

本
当
に
頼
り
と
な
る
声
（
情
報
）

が
届
か
な
い
、
不
安
の
た
だ
中
に

い
る
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
頼
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と
し
た
い
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が
ま
っ
た
く
な
い
の
で
は
な
く
、

何
を
頼
っ
て
い
い
の
か
迷
う
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ど

さ
ま
ざ
ま
な
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に
包
ま
れ
、
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対

に
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ら
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を
閉
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る
の
だ

ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
私
の
目
の
前
を
数
人

の
子
が
、「
Ｋ
ち
ゃ
ん
、
だ
い
じ

ょ
う
ぶ
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と
、

名
前
を
呼
び
な
が
ら
、
そ
の
子
の

も
と
へ
駆
け
寄
っ
て
い
き
ま
す
。

棒
で
た
た
か
れ
る
可
能
性
も
あ
る

の
に
、
ま
っ
た
く
お
か
ま
い
な
し

で
す
。

　

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、
そ
の
ま
ま

い
い
よ
、
い
い
よ
」

　

そ
こ
に
は
も
う
左
右
の
指
示
は

あ
り
ま
せ
ん
。
見
れ
ば
み
ん
な
、

こ
れ
ま
で
に
同
じ
経
験
を
し
た
子

ど
も
た
ち
で
し
た
。

　

閉
ざ
さ
れ
た
心
の
中
に
、
安
心

で
き
る
声
が
届
い
た
の
で
し
ょ

う
。
Ｋ
ち
ゃ
ん
の
ス
イ
カ
割
り
の

再
開
で
す
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
支
え
も

あ
っ
て
、
今
年
も
み
ん
な
で
一
緒

に
ス
イ
カ
割
り
を
楽
し
め
た
こ
と

で
し
た
。

　

親
鸞
聖
人
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏

の
六
字
を
、
次
の
よ
う
に
ご
解
釈

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
そ
こ
で
、「
南な

無も

」
と
い
う
言

葉
は
帰き

命み
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
帰
」
の
字
は
至
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
ま
た
、
帰き

説え
つ

と
い
う
熟

語
の
意
味
で
「
よ
り
た
の
む
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

説せ
つ

の
字
は
悦え

つ

と
読
む
。
ま
た
、
帰き

説さ
い

と
い
う
熟
語
の
意
味
で
「
よ
り

か
か
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、説せ

つ

の
字
は
税さ

い

と
読
む
。

説せ
つ

の
字
は
、
悦え

つ

と
税さ

い

と
の
二
つ
の

読
み
方
が
あ
る
が
、説せ

つ

と
い
え
ば
、

告つ

げ
る
、
述
べ
る
と
い
う
意
味
で

あ
り
、
阿
弥
陀
仏
が
そ
の
思お

ぼ
し
め召

し

を
述
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。（
中
略
）こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、

「
帰き

命み
ょ
う

」
と
は
、
わ
た
し
を
招
き
、

喚よ

び
続
け
て
お
ら
れ
る
如
来
の
本

願
の
仰お

お

せ
で
あ
る
』

　
（
現
代
語
版『
教
行
信
証
』７４
㌻
）

　

生
き
る
ほ
ど
に
、
自
分
を
と
り

ま
く
声
は
無
数
に
飛
び
交
い
ま

す
。
わ
き
起
こ
る
不
安
に
心
を
閉

ざ
し
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
さ
ま
よ
う

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
私

を
、
阿
弥
陀
さ
ま
は
、
決
し
て
見

捨
て
る
こ
と
な
く
、
よ
り
た
の
み

な
さ
い
、よ
り
か
か
り
な
さ
い
と
、

私
を
よ
び
続
け
、
お
浄
土
へ
と
ご

一
緒
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
頑
張
っ
て
正
座
を
し
て
一
緒

に
お
つ
と
め
を
し
た
こ
と
や
、
終

わ
り
の
会
で
ス
イ
カ
割
り
を
通
じ

て
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
話
を
聞
い
た

こ
と
は
、
自
慢
で
き
る
経
験
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
ナ
モ
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」

　

阿
弥
陀
さ
ま
の
大
き
な
よ
び
声

が
響
き
合
い
ま
す
。

よび声がひびく

境
内
に
満
ち
る
歓
声

私
を
招
く
仏
の
本
願

みんなの法話

森  智崇
（もり・ともたか）

布教使

大分県玖珠町・光徳寺住職

カット　林　義明


